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【概要】
運動障害性構音障害とは、中枢から末梢にいたる神経・筋系のいずれかの病変による構音器官の運動障害で起こる構音障害の総称

です。
話しことばの産生には、呼吸、発声、構音など多くの機能が関与しており、その理解には生理学、神経学、病理学の知識が不可欠とな

ります。
これまでに学んできた知識を基に、運動障害性構音障害の体系的治療へとつなげられるように学習を進めます。

［学習目標l

•ことばの産生にかかわる諸機能について確実に理解する。

・神経系に由来する構音障害の特徴を把握する。

・神経機構および運動の病態に基づいた構音治療ブログラムを立てられるようにする。

回
授業計画又は学習の主題 SBO 

数 番号習方法・学習課題又は備考・担当教貝

1運動障害性構音障害とは 定義と原因疾患 講義（相場）

2臨床の枠組み l評価・治療の流れ 講義（相場）

3ことばの産生 言語音産生のメカニズム 講義（相場）

4運動障害性構音障害の病態(1)原因疾患とその病態／構音障害の特徴 講羨（相場）

5運動障害性構音障害の病態(2)1原因疾患とその病態／構音障害の特徴 講義（相場）

6運動障害性構音障害の臨床(1)1治療の実際 (1) 講義（渋谷）

7運動障害性構音障害の臨床(2)1治療の実際 (2) 講義（渋谷）
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【評価方法】

平常の学習状況

定期試験

【腹修上の留意点】

・渋谷・相場の分担講義となる予定
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